
斤量 クラス コース ※文字色の意味

別定 GII 阪神 赤…GOOD妙味大な馬  青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 斤量 能力 コース 馬場 血統 展開 総合 人気 印 結果 コース特徴

1 ハッピーグリン 北村友 ローエングリン サドラーズウェルズ アグネスタキオン サンデーサイレンス 56 D C D C D D 11 消 11

2 ステイフーリッシュ 和田竜 ステイゴールド ステイゴールド キングカメハメハ キングマンボ 56 C A C C B B 3 △2 2

3 ベストアプローチ 酒井 New Approach サドラーズウェルズ Efisio ハイペリオン 56 C C C C C C 9 △4 10 馬場レベル&バイアス

4 ラヴズオンリーユー 川田 ディープインパクト ディープインパクト Storm Cat ストームキャット 54 A B A B A A 1 ◯ 1

5 ダンスディライト 岩田望 キングカメハメハ キングマンボ サンデーサイレンス サンデーサイレンス 56 C B C B C C 4 △3 6 血統傾向

6 レイエンダ 団野 キングカメハメハ キングマンボ シンボリクリスエス ロベルト 56 C C C B C C 10 △5 9

7 ワグネリアン 武豊 ディープインパクト ディープインパクト キングカメハメハ キングマンボ 57 B C C B C C 2 ☆ 5

8 モズベッロ 三浦 ディープブリランテ ディープインパクト Harlan s Holiday ストームキャット 56 B B C C C C 5 ▲ 8

9 ダンビュライト 松若 ルーラーシップ キングマンボ サンデーサイレンス サンデーサイレンス 56 C A B B A B 6 △1 3 展開

10 ジナンボー 岩田康 ディープインパクト ディープインパクト キングカメハメハ キングマンボ 56 C B B B B B 7 ◎ 4

11 サトノルークス 幸 ディープインパクト ディープインパクト Sadler’s Wells サドラーズウェルズ 56 D B D B C D 8 消 7

データなど特記事項

※評価はこのレース中の相対評価になります
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想定ラップタイムREVIEW

　まさかのハッピーグリンが逃げて、しかもペースが緩まずの持続力勝負に。とは言っても、縦長の展開では番手以降の馬は何も厳しい展開ではなかったはずで、この週の反則的なイン先行有利馬場を考えて

も前々で立ち回った馬でしかどうしようもないレースになった。非常に低調なメンバーレベルを考えれば時計は出ている方だと思うが、これはステイフーリッシュ、ダンビュライト、ジナンボーと言った馬た

ちが最もパフォーマンスを発揮しやすい展開になったことが大きいと思います。上位馬は時計だけで次走以降で飛びつくのは危険。
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今回と同じような馬場で行われた昨秋のエリザベス女王杯は１着

がオルフェーヴル産駒で２、３着がディープインパクト産駒とい

う結果。あんまり阪神芝2200mのイメージには合わなそうなキレる

血統が上位に来ていました。

逃げ馬不在でダンビュライトが逃げる展開か。そこまで速いペー

スにはならないが、淡々としたロンスパ戦になりそう。

今年は阪神開催なのでデータは参考にはできないか。

PREVIEW ワグネリアン=ダービー馬ではあるが、古馬になってからは尻すぼ

み気味のパフォーマンス。大阪杯でも展開が向かなかったにして

も負けすぎな感じがしますし、今回は長期休養明けでの喉鳴り手

術明け。さすがに厳しいんじゃないかという感じはします。

　例年は京都競馬場の開催後半の荒れ馬場で行われている京都記念。今年は阪神競馬場の開幕週での実施となり、レース傾向はガラリと変わりそう。そんな舞台替わりも重要だと思うが、今年の京都記念はか

なりメンバーレベルが低印象。もう若干終わった印象があるラヴズオンリーユーやワグネリアンが押し出されての人気になりそうですし、実質GIIIぐらいのレベルと考えていいんじゃないだろうか。

　本命はさすがにこのメンバーに入れば◎ラヴズオンリーユーが最上位か。オークスを勝利した実績や、近走でもエリザベス女王杯だけ走ればここでは明らかに上位という感じ。オークス時点からの成長度は

ないが、それ以降のレースぶりを見ても典型的なディープ産駒らしく、綺麗な馬場で好走して、タフな馬場で凡走を繰り返している感じ。今回は激弱メンバー相手で開幕週の高速馬場で川田騎手で内枠。堅い

んじゃないだろうか。

妙味大な馬
ラヴズオンリーユー=オークスを勝利した実績や、近走でもエリザ

ベス女王杯だけ走ればここでは明らかに上位という感じ。オーク

ス時点からの成長度はないが、それ以降のレースぶりを見ても典

型的なディープ産駒らしく、綺麗な馬場で好走して、タフな馬場

で凡走を繰り返している感じ。

穴馬
ダンビュライト=なかなか近走は馬場や展開に恵まれないレース続

き。去勢手術後はまともなレースができていないが、前走の京都

大賞典も外が伸びる馬場で逃げてほとんど差のない内容。今回は

かなりの相手落ちな感じがしますし、開幕週の馬場でマイペース

で逃げられれば一発あっても。

想定時計

02:11:8

危険な馬

2021/2/14

京都記念 芝2200m 良想定 平坦 中荒れ E

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度

内回りコースで勝負所から下り坂ということもあってロングス

パート勝負になりやすい。

A=かなり速い　イン先行有利



枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 ハッピーグリン 北村友 消 D 11 11

2 ステイフーリッシュ 和田竜 △2 B 3 2

3 ベストアプローチ 酒井 △4 C 9 10

4 ラヴズオンリーユー 川田 ◯ A 1 1

5 ダンスディライト 岩田望 △3 C 4 6

6 レイエンダ 団野 △5 C 10 9

7 ワグネリアン 武豊 ☆ C 2 5

8 モズベッロ 三浦 ▲ C 5 8

9 ダンビュライト 松若 △1 B 6 3

10 ジナンボー 岩田康 ◎ B 7 4

11 サトノルークス 幸 消 D 8 7
3歳秋に馬場や展開に全て恵まれてセントライト記念と菊花賞を好走。ただ、古馬になってからはさっぱりな戦績で、レベルの低かった

鳴尾記念と小倉記念で何も出来ずというのはちょっと・・・開幕週の馬場が合う馬にも見えませんし、今回は厳しいんじゃないだろう

か。

今回は調教良化していたのを見ても復調した感じ。この日の馬場で外

を回しての差しは絶望的だったはずで、よく差してきている。相当な

非根幹距離巧者に見えるので日経賞は面白そう。

なかなか近走は馬場や展開に恵まれないレース続き。去勢手術後はまともなレースができていないが、前走の京都大賞典も外が伸びる

馬場で逃げてほとんど差のない内容。今回はかなりの相手落ちな感じがしますし、開幕週の馬場でマイペースで逃げられれば一発あっ

ても。

これ以上ないぐらいにこの馬向きの持続力勝負になった。年齢を重ね

てキレなくなってきているので、もうさすがにここまでドンピシャで

ハマるレースはないんじゃないだろうか。

持続力に秀でたディープインパクト産駒で、前々で競馬ができればGIIIぐらいならやれても良さそう。ただ、出遅れ癖があるのがネッ

クで、前目で競馬をしなきゃなのに位置が取れないというジレンマを抱えた馬。この阪神芝2200mはスタートから１コーナーまで距離が

長いですし、挽回が効きそうな外枠というのも良さそう。前々で競馬ができれば有力だろう。

もう序盤で位置を取らなかった差が出ただけ、という結果。確かに中

盤からのレース運びはこの騎手らしくて上手かったが、１コーナーま

でに3番手ぐらいが取れていれば勝ち負けだったか。

ダービー馬ではあるが、古馬になってからは尻すぼみ気味のパフォーマンス。大阪杯でも展開が向かなかったにしても負けすぎな感じ

がしますし、今回は長期休養明けでの喉鳴り手術明け。さすがに厳しいんじゃないかという感じはします。

この日の馬場は厳しかったが、それにしても能力的に衰えが著しい感

じ。典型的なディープインパクト産駒の早熟タイプの成長過程を歩ん

でしまっている。

宝塚記念で３着に走ったように能力は今回のメンバーでも最上位か。外傷明けで一時は命も危ぶまれたようだが、使っていくうちに順

当に良化。前走のAJCCでは最後に差し込んできて強い競馬を見せましたし、今回はさらにやれても良さそう。ただ、阪神の開幕週の馬

場が合うとは思えない点がマイナス。

スタートで出遅れ。この日の馬場で最後方から外を回す競馬では届か

ない。次走が日経賞なら順当に巻き返してくるんじゃないだろうか。

もういつでもオープンで走れる能力があった馬で、レースセンスに欠ける分で勝ち味に遅かった感じ。前走は福永騎手が完璧なレース

を見せて勝ち切った感じで、今回はそこからの乗り替わりはマイナスに見える。能力とコース適性は評価するが、岩田望騎手が重賞で

どれだけスムーズに乗れるか。

スタートは出たが外から切り込まれて位置を取れなかったのが痛かっ

た。最後は惰性で伸びてきており、乗り方次第で3着はあったはず。

オープンなら十分に通用するだろう。

3歳秋時点までは世代最上位級の存在だったが、そこから成長過程を間違えたようで藤沢厩舎の２軍入りとなった感じ。とは言っても本

質的にはスケールの小さなレイデオロのような馬のイメージで、ずっとマイルの距離を使われてきたが、今回の距離ぐらいがちょうど

良い感じも。抑えておいていいんじゃないだろうか。

今の馬場で外を回す競馬が無理なのは当然だが、それ以上にもう限界

が来た感じはあり。

アルゼンチン共和国杯は前が詰まりながらも差のない競馬。この血統ながら道悪馬場はダメなようで、前走のAJCCはカオスな道悪馬場

で走れなかった感じ。今回は相手弱化で鞍上も強化に見えるが、果たして開幕週の馬場で対応できるんだろうか。今までのレースぶり

を見ても、馬群を破れずに外を回すしかない馬に見えるのでその点もマイナスか。

函館記念で惨敗したのを見てもこの馬は追走スピードが問われる条件

が苦手。綺麗な馬場で溜めて差しが決まる長距離戦ならやれる。凄ま

じく好走レンジが狭いのでどこかで大穴を開けそう。

オークスを勝利した実績や、近走でもエリザベス女王杯だけ走ればここでは明らかに上位という感じ。オークス時点からの成長度はな

いが、それ以降のレースぶりを見ても典型的なディープ産駒らしく、綺麗な馬場で好走して、タフな馬場で凡走を繰り返している感

じ。今回は激弱メンバー相手で開幕週の高速馬場で川田騎手で内枠。堅いんじゃないだろうか。

今回は相手も弱くて高速馬場も向いていた。こちらがイメージしてい

るより持続力勝負向きで、オークスも高速ロンスパ戦で強い競馬。今

回の相手は弱いが、大阪杯自体は条件として合う印象。

一昨年に超低レベルだったチャレンジカップこそ好走できたが、昨年シーズンの走りを見ても明らかに衰えはありそう。そこからん1年

近くの休み明けになりますし、常識的に考えて厳しい感じはします。

まさかこの馬が逃げるとは。まるで仕上がっておらず、ダンビュライ

ト、ステイフーリッシュと言ったキレないタイプにとっての最高のラ

ビット役を演じることになった。

もう戦績を見ても明らかな2200m巧者。前走は勝負所で手応えが怪しくなったが、それでも４着に来たあたりは能力の証明だろう。今回

は積極策をとりそうで、開幕週の馬場ということを考えても有力な存在だとは思うが、かなり人気になりそうなので相手までとしま

す。

和田騎手が積極的に乗った事とハッピーグリンが引っ張ってくれて縦

長の展開になったのが完璧にハマった。コーナー部分で加速が問われ

ずに上がりがかかる展開でこその馬だろう。

PREVIEW REVIEW


